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乗用型摘採機走行が茶園土壊の硬化に及ぼす影響

普及技術課茶指導係 大 容正孝 谷 河明日香

1 は じめに

奈良県では1"8年から茶の摘採作業省力化のため乗用型

揃採機が普及し 2008年 までに約150台導入された(第1

図)従 来から使用されている可搬型拍解機は2人で保持

2 ル 科及び方法

調査は2115～2007年 ,県 内の代表的な2上 壌で行った

(第 1表 )供 試固場のと壌統は岩層上浅層型石灰質(以下

砂質士案とする)ならびに褐色森林士山地褐色森林上礫質

強祐～粘質(以下粘質主壌とする)であった(第2図 ,第 3

図)摘 採方法と深耕の有無の組み合わせは,可 搬ll」摘採

機使用で深耕作業を行わない本国,乗 用型摘採機使用で深

第1図 乗 用型摘採機

しながら畝間を歩行するものです畝問土残にかかる負荷は

摘採機約10崚と作業者の体童の合計である 一 方 来 用型

描採機は畝間をキャタピラでi行 するもので,キ ャタビラ

を介して畝同主壌にかかる負荷は摘採横約1000にと作業者

の体童の合計である 作業回数は年間少なくとも5回 あり,

県内の本国ではこの全ての作業時に往復することから走行

回数は年間10回となる そ のため,乗 用』摘辞機走行の踏

圧により上壌の硬化が懸念される

こうした上壊の田 ヒについて,他 府県での調査研究割列

は過去に報告されているが,本 県ではまだ調査した例はな

Vヽ

そこで,本 県茶産地における代表的な2種類の上壊につ

いて,乗 用型摘採機の走行が上壌の囲 とに及ほす影響につ

いて調査を行つた

算 1表 調 査 団 jBに お け る応 採 方 法 の と い と深 耕 の 有 無

第 2図 砂 質二環
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耕作業を行う本国)同 じく乗用I!摘採lf使用で深lI作米を

行わない茶国 そ れぞれを 1回場であつた 調 査に供した

乗用型摘採機使用茶日は乗用型摘好桟導入かられいところ

で3年十長いところで6年 を千過していた な わ深計作業

はいずれの本国も自走式深fH機によつてイiわれた

調査時期は一千本摘年後の6月 , I‐期前の8月 十深計後

の9月,私 驚社後の11月とした 硬 度は畝問i張 の表層か

ら40mま でもm毎 の深度,Uに畝門部 雨 落ち部で 中 式硬

度|を 用いて消|をした(第4図 )‖ 1たは同一同場当たり2

ヶ所で行い,結 果はその平均値で示した

3 結 果および考察

1)描 採機械と上性の道いが二授証度に及にす彰響

砂●I土装の企ての容□および壮質上峡の円搬型摘採機使

用本国におけると技取度は,いすれの詞杢日i期においても,

深度 5cコ未満のごく表甲では硬度10m未 満“深度 5 cm-40

mで はIPr度55-17mnで 推移した(第5図 ,第 6図 )ヽ i質

上理の来用T4摘ll ttlt用茶日のi喪 肛庄は,深 度25cnまで

はいずれの前本時期においてもおおむね5～ 15皿!深 庄25

cnよりよい位置では深fl直後をljきおおむね15-如 皿で4t

移した 他 府県での調査研究計キと今回の当早詞本を比較

するとす士残の理化が17められるという点は同様であるが,

硬化が確認される深度は異なり,上 壊条件によるものと4tr

‖|された ま た,Ihttilrで 来用型捕採楼が使用された場

合,貼 F■の影響が渋い層まで及ぶという市については過去
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第 5図 砂 質二壊における深度別上壕便度の変化

(m)

祖  。
t t K

10

20

30

4 6

0       10      20      30

主壊硬度

実用型摘 採機使 用 深耕あり

O 秋 整枝後 2665/11/ 6ヽ

ｍ一　　． 世
監

0      10      20      30        o      lo      211      30       o      l l1      20      30

土壊硬度               よ 壌硬度              主 張硬度

可鞭型摘 裸機使 用 深耕なし     柔 用型摘 採機使用 深科なし     乗 用型摘 採機使用 深耕 あり

本
一番茶摘採後 を2006/6/8-深 耕前 2006/8/2 -深 耕後 2006/9/7o 秋 整枝後 2006/11/10

第 6図  打 質上壊における深度'じ土暖便度の変イし

第4図  山 中式寝度計による測定
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の報告 と類似 した傾向を示 した(鈴木目J夫 岩 橋光育

19扱 細 粒黄色土壌茶因における大型機械の走行お士 壊踏

圧に及ぼす影響 許 岡茶試研報 18:21‐ 27)

上性ごとに上瑛硬度を比較すると,砂 質上壌では硬度20

血を超える部分は認められなかつた し かし,粘 安上壌で

は乗用型摘採機使用茶国において深耕前や秋整技後など

に,深 度25cnよ り深い位置で21111n前後の硬度を示し,20dld

を超える時期も認められた こ の結果から深度25cln以下に

おいて,粘 質上案は砂質主壊に比べて乗用型摘採機使用に

より硬 くなっていることを認めた 作 物の生育と出中式硬

度計測定値の関係について,一 般的な指針として,ユ 壊確

度20nIIn以上で畑作物の根の仲長阻害にようと育力汐 るとい

うことが示されている(森哲郎 刀村1和夫 1968 士 壌の

物理的要因と作物の生育に関する研究 第 1報上壌の空気

量 硬 度と作物の生育 東 海近畿農試研報 16:7千 iC4)

このことから,本 県では粘質上壌において乗用型摘採機を

使用した場合,茶 村の根の伸長阻害により地上部の生育に

影響を及ぼす可能性があると考えられた

次に,作 業回数の増加に伴うと壌硬度への影響をみるた

め,一 番茶摘採後の6月 と二番茶および整桜作業後の8月

の硬度を比較した 同 一深度で, 8月 の硬度が6月 の硬度

より高 くなる部分は砂質土壌の可級型摘Fi機使用本国にお

いて9点 のうち2点 ,実 用型摘採横使用の2茶 因では18点

のうち9点 であつた 粘 質土壌では可級型摘採機使用茶園

において9点 のうち2点 ,乗 用型摘採機使用の2茶 国では

18点のうち12点であった

これらのことから両土壊とも 補 採寺作業実施回数が増

すにつれて,乗 用型摘採機使用茶日のほうが可搬型摘採機

使用茶図よりも硬化がより進行 しやすいことが認められ

た

2)上 性別の硬度に及ほす深耕の彰響

乗用型摘採機使用本国における深耕前後の上凝硬度を比

較した 深 耕後の主壌硬度は深耕前より全ての深度で低下

し,改 善効果力承 められた 特 に粘質土壌においては深度

30～40cnllの深い部分も深耕により15m以 下に改善され,効

果は大きかった

しかし,そ の後秋整柱等を行うために乗用型摘採横力淀

行した後の11月には再び硬度は高まった V1/質上壌におい

てはその割合は小きいが,粘 質上壌においては硬度20m以

上の部分"河 度認められた

以上のことから,県 内末国において,乗 用型摘採機走行

茶同でFHIFLにより主張硬度が高 くなること力遊 認できた

土壊間で比較すると,砂 質二壌ではその程度力」 さヽく,現

時点では直ちに根の生育を抑制する程度ではなかった 粘

質上壌は砂質上壌より踏圧の影響を受けやすく,深 さによ

つては根の生育に影響を及ぼすとされる硬度20mに 達して

いた ま た,深 耕が上壌の輛 しに有効であることが認めら

れたが,深 耕後,再 度の乗用型摘採機走行により,上 壌の

田 ヒは再び起こつた 特 に粘質i壌 では,乗 用型摘採校走

行による踏圧の影響が砂質土壌よりも大きいと考えられ

る 従 つて,現 在県内一般に行われている自走式深耕機に

よる反転深排に比べ深くまで耕せ,か つ作業性もよい乗用

型深耕機の導入力泌 要である ま た同時に有機物の補給な

どによる土壊の膨致化が必要であるものと考えられる(第

7図,第 8口)

第7図  白 走式深耕機

第 3図  サ ブツイラ式深耕機


